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I はじめに
都市の成長に伴って，都市の中心部には，形態的には高密度で集約的な土地利用が進展し，機能的
には業務機能をはじめとする高次な機能の集積が進む.その結果，都市の中心部は，都市域の中で近
接性の最も高い地域になる.都市の中心部は， Ce叩1凶1tr悶-a心1Bu凶S討i11essDi出sb山 t(αCBD)， Civic Ce印1凶1t匂er九， 
Urba11 Cer批1吋te町了， Ur巾-1七bコa1 Coreなどと表現され， そのような特性を有した地j域或に対対.して， 日本語では，
都心という用語が最も適切な表現とされてきた.
従来，その都心の形状と画定，そして機能に関する研究1) は，多数の地理学者によってなされてき
た.都市への諸機能の集積によって，都市の内部構造における都心の変容が進展する一方，都心の役
割が重要性を増してきた.そのため，わが国でも，近年，都心の諸特性を分析する地理学的研究が，
戸所ペ高野・福島汽福島ペ山下穴沢田ベ杉村7)らによってなされている.一連の研究成果によ
って，都心の機能の分析や都心の地域分化の過程が明らかになりつつある. しかし，従来の研究では，
都心がいかに歴史的に形成されたかについての詳細な研究は，十分になされてこなかったわ.
本研究は，金沢市の中心部を事例にして，都心イ七の進展が摩史的にいかなる段階を経て進展し， こ
の過程で当該地域がいかなる諸特性を有するようになるかを詳細に分析することを目的とする.
都心は多種多様な諸特性から構成されているため，現在のところ一部の文献9)を除いて， その概念
については，明確な限定がなされていない. しかし，従来の研究成果10)から，以下のような都心につ
いての諸特性を最大公約数的に抽出することが可能であろう.
1. 都市域の中で最大の近接性が存在する.
2. 都市域の中で最高の地価が形成される.
3. 土地利用が高集約的であるため，建造物が高層化する.
4. 情報の流動量が多い.
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5. 諸分野の高等技能を有する労働者を大量に吸引できうる労働市場が存在する.
6. 高次な行政機能が集中する.
7. 1:こ!枢的な業務管理機能が集中する
8. 高次な商業機能が集中する.
9. 高度な教育・情報が与えられる.
10. 昼間人口が集中し，それに対して夜間人口が減少する，等である.
以上のような都心の属性を考慮に入れながら，都心化とは，都市中心部における地域に高次な都市
機能が集中し，かつ高密度で、集約的な土地利用が進展する過程と規定し，以下のような調査を実施した.
研究方法としては， I日南町地区における過去の土地利用について，南町~IUT内会会長の島1I時 博氏が
所蔵する「金沢市南IlT商工会会員名簿」により， 1932年(昭和 7年〉以降の土地利用を復元できた.
現況の土地利用に関しては， 1984:9三日月に現地調査を武蔵ヶ辻地区から片IHT・香林坊地区にかけて行
った. I日南町地E互における土地所有の移動については，金沢市役所の「土地課税台Iltむによって， 19 
32年以降一筆ごとに追跡した.金沢市中心部の人口動態，歩行者量，事業所の立地等の諸柁について
は，それぞれ金沢市の「住民基本台帳に基づく人口・世帯統計J，金沢市他の「歩行者通行量調査報
告J，1事業所統計」を用いて分析した.土地利用の変容をもたわす要因として，地価の形成， 自動車
化の進展，都市再開発事業の展開を取りあげたが，それぞれ金沢国税局付:13続税財産評価基準書J，
運輸省中部運輸局石川陸連支局の「車両調査資料J，金沢市都市再開発課の資料等を使用した.
対象とした金沢市については，地理学・歴史学・建築学1 )等からの研究成果の蓄積がある.また，
従来の研究は金沢市の都心地域について，主に次のような 2点を分析してきた.すなわち，その一つ
は都心地域の画定にかかわるものであり，この種の研究例としてまず，五十嵐12)のものがある。この
研究では， l¥1urphy & Vance13)が提唱した中心業務指数法 (centralbusiness index method)が援
用されているが，その結果，武蔵ヶ辻周辺から片町の犀)1沿岸に至る南北約 1.8kmの地帯が，金沢
市の CBDになることを明らかにしている. さらに，津)1ωの研究もあるが，そこでは小売業とサー
ピス業の分布パターンから，金沢市における中心地の構造を検討した上で，五十嵐が画定したCBD
の範囲内に，金沢市における最高次とそれに次ぐ中心地を見い出している.
これに対して，いま一つの分析点は都心地域の変容にあり，これを扱った研究としては浅永山，古
田16)および Takahashiet al.mなどのものがある.これらの中で，浅永は，1960年代後半以降におけ
る建築物の高層化と駐車場の集積に焦点を当てて，両者の進展は同時的で、あり，相互に密接な関連を
もつことを指擁している.また，都心地域の一角をなす片!lIT・堅Il!Tの両商j苫街の変容を比較した吉田
は，商業近代化事業によって，両商j苫街は相対する性格をもっ商業地域として分化し，その結果，今
日，補完関係をもつようになってきたことを解明している.さらに， Takahashi el al.は，本邦にお
ける都市再開発の法律的な側面を検討した上で，片IlJや香林坊，そして武蔵ヶ辻周辺などの変容を論
述している.
以上のように，金沢市の都心i出或に関する研究は，今だ断片的ながらも次第に蓄積しつつある. し
かし，金融・オフィス機能の高度な集積空間として今日の都心地域をとらえ，より長期的な観点から，
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その形成過程を土地利用などから解明し， しカかミも，上述のような今日の都J心心地j域或における諸1、?孔i
ば土地利用の3主E直的f伊梢~1蒋P号;造，土地所有の形態あるいは歩行者の移動パターンなどを，総体的に検討する
ことも必姿であると考える
金沢市は， 1:=1本海沿岸地域のほぼ中央部に位置し，石川県の県庁所在地であるとともに，北陸地方
における政治・経済・文化の1=こI心部市である.金沢は江戸時代に加賀前回藩百万石の大城下IlJとして，
江戸，大坂，京都に次ぐ人口規模を有していた. しかし，明治時代に入って落籍奉還・廃藩置県など
封建的な諸制度の改廃が進むと，幕務体制の経済によって維持されてきた金沢の都市基跳は急速に崩
壊した. したがって，金沢市では， I~j治中期]まで、人口の減少が続いた.新政府の近代国家建設は，東
京・大阪I'MJおよびその延長上に重点がi置かれたため，太平洋沿岸地域と離れた金沢市の発展は遅れ，
その相対的地イ立は大きく低下した.現在の人口 [428，414(1985年2月末日)Jは全国30位前後である
が，明治時代初期に金沢とほぼ同じ人口規模であった名古屋が，現在人口 206.6万の大都市にまで発
j戻しているのは，全く対照的である
久しく低迷を続けていた金沢が，再
びその成長への歩調を早めたのは，高
度経済成長期も中盤にさしかかった19
60年代後半以降のことであった.従来
より北陸地方は，社会資本の投下が不
十分であり，交通網の整備などが遅れ，
長い1丹太平洋沿岸地域からの隔絶が続
いていたが，ょうやく北陸本線の複線
電化，国道8号線の整備などによって 3
金沢と大阪・名古屋は，短I!寺I~~J で結合
されるようになった.また，富山・金
沢・福井1司は快速電車の運行によって，
北陸三県は地域的に密接に結びついた.
さらに，近年，北陸自動車道が新潟県
朝日から金沢を通って敦賀を経由して
名神高速道路まで接続されるなど，金
沢を中心として北陸地方の社会的基盤
も徐々に整備されてきた.
現在，金沢城の城あとに金沢大学の
敷地がある.その城の西'ffiIJを走る北陸
街道に沿って，近江町・尾張I丁に特権
商人が集中し，物資の流通の拠点と L
て城下町の時代にすでに中心商業地区 第 1図研究対象地域
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が形成されていた.今日の武蔵ヶ辻地区の商業核がすで、に形成されていたとともに，議政時代の後期
には，片IUJは域下の南部地域の要所として重要な地位を占めていた.明治時代以降，城南地域の武家
屋敷跡地などに官公庁・学校が立地し，行政・文化機能をもちそなえながら，商業機能を充実してい
た.津)118)の分析によると，金沢市内の中心地のうち最も高次なものは，上記の片llJ'呑林坊地区で、
あり，その次のi結局に武蔵ヶ辻地区が位置している.
調査対象地域として，土地利用の変化と土地所有の移動についての詳細な調査は，片I了・香林坊地
区と武蔵ヶ辻地区の仁!コi現に位置する!日南町地区(現在は，尾山IIJ・高岡IlJ・香林坊 1・2T自の一部)
を選定した.ただし，本地区を位置づけるために，他の調査項目については，片IlT・香林坊地区から
武蔵ヶ辻地区までを含めた範囲を考察したり，必要に応じて金沢市全域に近い範i翠とする場合もある.
E 土地利用の現況と変容
ll-l 街区の土地利用の変化
この節では，都心地|玄の一部である i日南町地区を事例としながら，そこにおけるここ半世紀の土地
利用の変化を検討することによって， どのようにして都心化が進展してきたかを考察する.事例地域
とした旧南IlT地区は，国道 157号線(I日8号線)に沿って南北約400111に伸びる地域であり) 1919年
から1967年まではここを路面電車が縦断していた.ただ、し， 1965年の住居表示の変更によって，それ
以降は南IilTという地名が行政上は消失している. したがって，現在のiHT丁区分に従えば，かつての南
町の東部は尾山llJに，南東端は香林坊 1-r自に，北西部は高岡町1こ，また南西部は香林坊2T自にそ
れぞれ属している.
ところで， I日南町地区の周囲の都市機能を概観してみると，その南隣には金沢市最大の中心商J?j街
である香林坊，片IUTおよび箆!l汀があワ，特に片IlTは多数の飲食J苫が集積する金沢市随一の盛り場であ
る. I司様に北燐の武蔵ヶ辻周辺も代表的な中心商j吉街であるが，ここには卸売機能の集積も著しく，
また金沢市民の台所と呼称すべき近江町市場がある.また，東l鉾の金沢城祉周辺は，県JT，市役所あ
るいはi習の出先機関が立地する官庁街となっているが，第二次世界大戦直後までは!日制第四高等学校
もあった.さらに，金沢城:l:J1:には，今日，金沢大学があるが，戦時中まで、は第九師団司令部や歩兵第
七連隊が置かれていた.以上のように，間業機能，行政機能あるいは文教機能などのような高次の都
市機能によって， 1ヨ南町地区はその周囲を阻まれているのである.
さて，第 21~は，上述のような関係位置にある旧南町地区の街路(国道 157 号線〉に沿う土地利用
の変化を， 1932年から1982年までについて10年間隔で示したものである.ただし，この図では，土地
利用をはじめに事業所と非事業所に大別し，次に前者の事業所を産業業種別に区分するとともに，さ
らにそれを原則として事務所や応舗などに細分している.また，非事業所の土地利用は，住宅や空地
・駐車場などに区分した. ところで，建物内の土地利用には階数により差異がみられる場合もあるが，
このような土地利用の垂直的な構造に関する検討は次節に譲ることとし，本節では建物全体の中で最
も代表的な土地利用を分析する. したがって，第 2図にはこのような代表的土地利用を示した.なお，
第 3図と第 4図は，第 2図をより詳細に検討するために，街路に面した関口によって算定した各土地
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第 2囲 !日南IBT地涯における I~道沿いの土地利用の変遷
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利用の構成率と変化率を示したものである.そこで，以下では， これらの図に基づいて!日南IllJ地区に
おける土地利用を各年次ごとに論述する.
1932年 第 3[;g]に示したように，この年の土地利用の約 3分の lは金融・保険業に関するものであ
り， さらにその半分は金融業務によって占められていた.これは当時の南IlJに七つの金融機関が立地
していたためであるが，その中の過半数は県外資本の銀行の支屈で、あった.保険業務の土地利用の割
合は14.0%であったが，忠告iIi数は同様に 7であった ただ、し，これらのうちで 6]苫は東京に本社を置
くものであった.また，生命保険の支活が中心であり，損害保険の広告il数は 1にすぎなかった.
卸売業・小売業の土地利用は全体で43.7%を占めていたが，その大部分はj古都iであった当時の南
町には49軒の活者fHがあったが，最寄品j苫としては薬・タバコj苫(5 1汗〉や食料品活(31汗〉などがあ
り，また，買廻品J~5 としては衣料品j苫( 61的，家具j百 (4Ilin， 11寺計・メガネ)百や電器j苫(各 3~ヰ〉
などがあった. さらに，文具J苫(6軒〉や古本屋(2 ~i干)，地元の伝統工芸である九谷焼や大樋焼を
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第 3函 問!コからみた土地利用の比率構成
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扱う陶器j百(3qInもあった.
サービス業の土地利用の割合は 2.8%に過ぎず， しかもそのに|コには事務所としての利用が皆無であ
った.これに対して， 15.2%を占めるその他の業種の土地利用は大部分が事務所となっていたが，具
体的には新聞社の本社や支局であった.当時の石川県には地元資本の新開社が 3社あったが，いずれ
の本社もこの南IHrに置かれていた. さらに，全国紙の支局も立地し，当H寺の南!日丁は石川県における報
道機関の集積地になっていたのである.
事業所以外の土地利用の割合は 5.4%であり，また空地・駐車場は1.5%に過ぎなかった。第 2!習
に示したように，当時の空地は北西部の 1ヵ所であったが，ここは南llIT商工会の共有地であった.同
様に，その道を挟んだ向いiWJも共有地であるが，これらの地点は従来は防火用水の貯水池で、あったが，
明治期にそれが埋め立てられた以降は，共有地として南町の管理下に置かれてきたものである.
1942年 第二次世界大戦中の1942年になると，金融・保険業の土地利用が若干増加するが，これは
金融・証券の両業務の新たな立地によるものであった.その l例として，東京に本社をもっていた庶
民金庫(現， I翠民金融公庫〉が， 1939年に南UfTに支所を開設したことがあげられるが，同金躍のこの
地方出j苫は全国で 3番目であり，大阪と福岡に続〈ものであった。なお，第 4図に示したように，新
たに金融業務が立地した箇所は， 1932年には主にその他の業種の事務所となっていた.
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間口からみた土地利用の変容過程第4図
その中では事務所の1932年とほぼ等しく 42.9%であったが，卸売業・小売業の土地利用の割合は，
割合が増加し，逆にj苫舗のそれが減少した.前者の事務所の増加は卸売業の立地によるものであり，
例えば文具，繊維や電器の仲立業者が南IIlTに事務所を構えた.後者の)百台市の減少は買廻占有J27やi!，本屋
これらの応舗は1942i:p.まで事務所に衣替えをしての廃業によるものであり，第 4121に示したように，
い戸こ.
これは陶芸1三組合や薬剤師会な1942年までに約 3倍に拡大したが，サービス業の土地利用の割合は，
その他こ A~しに対・して，従来はj吉右前であった地点に事務所を開設したからであった.どの各種団体が，
すなこれは報道機関の減少によるものであった.の業種の事務所の割合はこの10年1'，日に半減したが，
当時の政府が推進していた新聞社の l県 l社体rl1Jに従い， rAIlなーに本社を置いていた地元 3社がわち，
しかも 1942:{i三には|燐比毛の弱rlirJ担ことの J走j先も?~~めたために，南 IIIT1939i:j三から1940年までに!唄次合併し，
この結果，従来は新聞社が立地していた地点での報道機関の立地数がわずかに 1となったのである.
1942年までに金融業務や卸売業の事務所に変化した.は，
これは証券業務や保険業金融・保険業の土地利用の割合が減少するが，このよ手になると，1952年
小売業の)古MIiまた，それらの土地利用が他の産業業種の事務所に変化したからである.務が縮小し，
これは衣料品や電器を取り扱っていた寅廻品j苫が，事務所が減少したことも一つの特=徴ではあるが，
や新規の道路に置き換わったためである.
逆に増加がみられた土地利用はその他の業種の事務所であるが，具体的には繊維・印刷・食料品の
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各工業の事務所が， i者I了に新たな事務所を開設したのであった.また，空地・駐車場も若干ではある
が増加した ところで，第 2図に示したように，当時の南I!lTには空地をニヵ所見い出すことができる
が，そのうちで中央部の十字路に面した空地は，第二次世界大戦中の間引疎開空地がその後も残った
ものである.この疎開空地とは， 1944&1三に制定された防空法に基づくもので，空爆される危険度の高
い施設や主要な道路の周囲に，消防や避難などのために設けられた空地で、ある.そこで，戦時中の南
l!Tの東!翼手には国民学校があったために， 1945年に南IITのほぼ中央部が間引疎開の対象地区になり，そ
こにあった家屋が徹去されたのである. I司1援に南IlTの南東部にも1，¥'J引疎開空地が設けられたが， 1949 
年に新設された道路はこの疎開空地を活用したものであった.
1962年 この年までの10年間に，金融・保険業の土地利用の割合は全体としては変動していないが，
その内訳をみると金融業界が縮小し，逆に保険業務が拡大していることがわかる.これらのうち前者
の金融業務の縮小は， l=jコ小金融機関の支h!~が南 IIJ]ーから外へ移転したからである.その結果，当時の南
1 I丁に立地していた金融機関は，全国銀行や地方銀行の支)~g と地元の中小金融機関の本応のみとなり，
相対的には南IlJの金融機能がより高次なものに淘汰されたわけである.また，後者の保険業務の拡大
は損害保険会社の支応の新規立地によるものである.既に述べたように昭和初期における南IIJの保険
業務は生命保険を中心とするものであったが， 1960年以降は損害保険業務がその比重を次第に増大さ
せるのである.
さらに， 1962年における土地利用の特徴は次の 2点にも認められる.すなわち，その一つはその{tJ1
の業種の事務所が減少したことであるが，これは第二次世界大戦直後に立地した繊維工業や食料品工
業の事務部門が移転し，そこに東京に本金!こを置く商事会社などが進出したからである.他の一つの特
徴は空地のj正大であるが， これはこの頃より激しくなってきた不動産業者などによる土地買収による
ものである.例えば南IITの北西部にある空地は富山県の不動産業者が所有していた.また，中央部の・
空地は愛知県の企業が買収したものであったが， この土地買収に関しては放火事付二さえも起こる始末
であった.従来この空地には商j苫が立地していたが， 1954年に南IIJの裏手で発生した不審火によって
類焼し，その結果，それまで買収に同意しなかった住民までが，土地を手放すようになったといわれ
ている.
1972年 この年における顕著な変化は小売業のj苫舗が減少したことと，同時に空地が急激に拡大し
たことである。この頃に閉)吉した)百舗は衣料品，時計・メガネ，電気器具や家具などを扱うものであ
り，これまでと同様に寅廻11TI肢が数多く関j古したが，その他に最寄 1~1T}苫や特殊 i引苫も消失するように
なった.さらに，第 4図に示したように，これらの府舗の間活後の土地利用が，空地・駐車場になっ、
たことも，この頃の大きな特徴であった.すなわち，従来は府舗が関j苫すると，その家屋を利用しfこ
各種の事務所に土地利用が変化していたが，この墳になると，家屋が取り除かれて空地や駐車場-とな
り，将来の様々な土地利用に対するポテンシアノレを高めているのである.また， この空地や駐車場の
大部分が県外資本に所有されており， しかも不動産業者のみならず保険会社も介入するようになった，
なお，第 4IlZlに示したように， これらの空地や駐車場になっている地点には，従来は事務所が立地し
ていた所も多い.
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1982年 この年までの10年間に，保険業務が急速に拡大し，その割合は昭和初期からみて約2倍に
あたる26.8%になった.この間に新たに立地したものは 4支j苫あり，それによって南町における保険
業務の構成は，生命保険が約 6割であるのに対して，損害保倹は約 4割に達するようになった. した
がって，この半世紀の問に，南町aでの損害保険業務の集積が著しく進んだことがわかる.なお，この
ような保i漁業務の拡大とは逆に， 1982年には空地や駐車場が減少しているが，第4図に示したように
その理由は， 1972年に空地や駐車場となっていた地点に，新たな保険業務が立地したからである.
ところで，荊業の)古舗の減少は今だ恒常的に進んでいる. 1982年には居者[iの土地利用の割合は13.5
%に過ぎず，それは半世紀前の約3分の lである. 1982年までの10年間に消失したj吉舗には，家具j苫
などの寅廼品j苫の他に，食料品市などの最容品応があり，最近における最苓品j苫の衰退は極めて急激
である.以上のような減少によって， 1932年から半世紀に渡って南町で営業を続けてきた応部iは，衣
料品)~ι 陶器j百，文兵)苫，そして老舗の薬活や菓子)苫など，わずか 8 庖に過ぎなくなった。
都心化の過程 以上では，昭和期に入ってからの半世紀における南!日丁の土地利用の変化を分析した
が，それらの分析結果に基づいて南IllJの都心化の過程を要約すると次のようになる.すなわち，第二
次世界大戦までに，金融業務や保険業務の事業所， さらには報道機関が既に幾っか立地し，また当時，
多数立地していた小売応舗は事務所や保険業務に転換しつつあった. したがって，このH寺期は南!HTに
おける都心化の萌芽邦!と位置づけることができる. しかし，第二次世界大戦が終了した後は，金融業
務や保険業務が一時的に縮小し，それらの土地利用は他の業種の事務所に取って替わられたまた，
戦争の爪痕を当時:の土地利用に垣間見ることができた.そこで，第二次世界大戦後から経済の高度成
長期までは，南Il!Tの都心化は停部-期にあったといえる.
ところが，経済の高度成長期に入ると，小売fr!i舗の縮小が急速に進展し， しかも1970年代には県外
資本の不動産業者や保険業者による土地買収が広範囲に及び，その土地は空地や駐車場として維持さ
れるようになった.その結果， これらの空地や駐車場は，新たな土地利用へのポテンシアルを高める
ことによって，その後の都心化が進展する舞台へと変容していった. したがって，この時期の都心化
は再a編期にあったといえる.そして，その後の現代の都心化は急速な発展期に入っている.なぜなら
ば， 1970年代に蓄積された空地や駐車場は，今日，多次元的な空I~再を提供する巨大な高層ビルに変容
し，そこには多数の金融・保険機能が集積していると同時に，各種の産業のにi吋:[6:管理機能も吸引され
ているからである. しかも，このような機能の集積の進展は，その近隣ーの小売j苫舗を空地や駐車場に
転換させることによって，新たな都心イヒの舞台を創造し続けているのである.換言すれば，今日の南
!IJにおける都心化は，次々に来数効果を発揮しながら深化しているのである.
以上のように，土地利用からみた南!lIJにおける都心化の過程は，金融・保険機能やi付:区管理機能の
拡大，および、小売商業機能の縮小という 2側面をもち，いわゆる第 4・5次産業空間への変容であっ
た.ただし，この変容は常に一定のテンポで進展してきたのではなく，本節において解明してきたよ
うに，第二次世界大戦前の萌芽期，戦後から経済の高度成長期までの停滞期，空地が蓄積された再編
期，および今日の急激な発展期を経ながら，南II1Tの都心化は深化してきたのである.
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ll-2 現在の土地利用
本会主では， 1984年11月に調査・作成した土地利用l翠を基にして，金沢市中心部における現在の土地
利用を検討してみたい19) 分析に用いた土地利月~I辺(縮尺: 2，500分の1)には，建築物の階数別に主
要な用途が記入されている したがって，建築物の階数別lこ，金沢市の都心部における土地〈空f出〉
利用を明らかにすることが可能である.本論では地上 1[惜の空I'MJ利月3を主に検討し，あわせて 3・6
階の空間利月3についても述べてみたい.分析の範囲は，武蔵ヶ辻地区から南方向に，下市長i'のj日南町主白
区を経て，再開発事業が進行仁j二Iの片IHT・呑林坊地区に至る範囲を包含した.
金沢市中心部の 1I暗部分においては，商業的利用と業務(オフィス〉利用，そして駐車場が空間利
用のうえで卓越している(第 51翠〉
上記の分析範囲内で‘商業1~10利用の顕著な集中地区は，武蔵ヶ辻地区である.武蔵ヶ辻地区北西端に
は， ショッピングセンターのスカイプラザが立地し，武蔵ヶ辻地区のヰ吋亥を占めている. このピノレ内
には，キーテナントとしてM百貨j古とホテルが入居し，そのほか多数の商応・飲食J苫がみられる.ま
たスカイプラザの東には大規模スーパーマーケットが立地している.これらの大規模な商業施設は，
:再開発事業の一環として近年完成したものであり，武蔵ヶ辻地区における新しい商業核として位置づ
けることができる.
もう一つの商業集積地が， I主l道 157号線〈通称，百万石通り〉を1司にして上述の新しい商業核と対
1寺している.ここは近江町市場にあたり，鮮魚・青果隔を中心に多数の飲食料品j吉が軒を連ねてい
る.近江町市場は「金沢の台所」として機能し，古い伝統を有している.それゆえ，対象地域北部の
武蔵ヶ辻地i玄においては，新しい商業核と!日来の市場というまったく異質な関業的利用が道路を隔て
てみられる.
金沢市において武蔵ヶ辻と相対する商業集積地に，片1fT.呑林坊地区があげられる.片IUT.香林坊
地区およびその周辺には， !ITの形成n寺と同じく誕生した商j苫街が存在する 現在，香林坊地区では大
規模な再開発事業が実施されており，第 5区!の南端にはその一部が示されている.分析対象地域を北
の武蔵ヶ辻地区から南の香林坊再開発地i玄に限定したため，空間利用図上には，武蔵ヶ辻地区以外に
明|涼な商業集積地を認めることができない.すなわち商業的利用は，武蔵ヶ辻の南の地i豆では点在し
ているにすぎず，商業集積地を形成するに至っていない.そのため金沢市の都心部においては，商業
IY-J利用と後述の業務利用が明確な地域分化をなしている.
業務(オフィス〉利用が，武蔵ヶ辻地区を除けば国道 157号線沿いにおいて明らかに卓越した空間
利用である.業務利用のなかでも，高次な中枢機能を有した金融・保険機関の立地が顕著であり，分
析対象地区内には南端に日本銀行金沢支活をはじめ，多数の銀行・証券会社・保険会社が立地してい
る. とくに下提IIIT~1'守交差点から南町交差点にかけて，金融・保険機関の集中がみられる. これらの銀
行や保険会社は，国道の両側に連担した高層ピソレの内部に入り， しかもその利用面積は他の業務利用
面積に比べではるかに大きい.また，金融・保険機関の多くが，東京もしくは大阪に本社・本j百を有
している.それゆえ，地方中心部市の都心部における高次な中棺管理の卓越および中央資本の占拠状
態を認めることができる. しかしながら，これらの金融・保険機関の立地は，主要道路(国道 157号
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線)に面した地点において主に観察され，国道と平行する狭l溢な道路沿いには，相互銀行の別館がわ
ずか一つみられるのみである。
金融・保険機関の隣接地や背後には，駐車場が特徴的にみられる.またビ、ノレの一部にタワーパーキ
ングを設置した高層ビノレや，大規模なパーキングピソレもみられる. さらに， 1 I暗部分を駐車場のみに
利用し， 2階以上を事務所としている事例も存在する.その結果，駐車場が，金沢市都心部における
1階部分の空間利用に大きな比重を占めている.これらの駐車場は主に銀行等の無料駐車場であり?
戦後のモータリゼーションが都心部の空間利用に及ぼした影響とみなすことができる.
国道 157号線沿いにおいては商業的利用がわず、かながらみられる.その主たる手荊利iりj用は飲食}活;苫Eと物r
j販波売売;}賠苫である.飲食j瓜苫の利月用3形態は， 国道路、いに連担した高層ピソレの一部分に入居したものと，木造
建築物の l階部分の大部分を利用したものとがあ 0 ，両者I1~J の営業面積には差異がほとんど認められ
ない.一方，物品販売j百においては，営業規模にきわだった差異がみられる. しかしながら，国道沿
いの物品販売j苫の多くに共通してみられる特徴に，老舗ということがあげられる.たとえば，尾山I了
のN漢方薬は藩政時代にその起源を求めることができる.また，輪島塗や九谷焼などを扱う陶器}苫
も多く，観光都市金沢を象徴している.そして，これらの老舗は， I~道沿いの一部，南 11IT交差点から
北国車If間社前にかけての地区に点在しているにすぎない.すなわち，国道に面した老舗は，木造建築
物の内部にみられ，ひしめき合うように林立した高層ビ、/レの間隙においてわずかにみられるのみであ
/~ . 
一方，国道から脇道にそれると，道路が狭く屈曲し，城下町'としての歴史的特質が残存している.
そして 1階部分の空間利用図に如実に示されているように，国道とほぼ平行して走る狭陸な道路を，
仮に「裏通り Jと名づけるならば，裏通り沿いの空間利用は国道沿いのそれと大きく異なる.裏通り
沿いのj並区を特色づけている空間利用としては，住居と飲食j苫，文具雑貨応，理容庖， 1亙療機関，一
般の小規模なオフィス，青空駐車場などが混在しながら立地していることである.また， )宅11神社の
近くには，古い伝統を有した高級飲食応もみられる.このうち住居が，裏通り沿いの卓越した利用形
態であり，住居の立地が主要道路と裏通りとの空間利用の差異を生みだしている.また，駐車場を除
く裏通り沿いの各利用空間は， I~道沿いの各利用空間と比較するとはるかに小規模で、ある. しかも，
銀行のように高次な中枢機能をもっ利用はみられない.すなわち，現在においては都心化が，主要道
路 C!雪道 157号線〉沿いに強く限定して表われ，主要道路からわずかに距離を隔てた裏通り沿いには
ほとんど表われていないとみなすことができる.
次に，分析対象地域の空間利用を 3階部分のl折函によって切り取ると， 1階部分の空間利用図と比
較して，商業的利用と業務利用が地域分化している様子を容易に看取することができる. 31階部分に
おいて，武蔵ヶ辻地区を除く商業的利用は数例存在するのみである.それらの利用は，飲食唐や消費
者金融業，物品販売j苫などであり，いずれも小規模で咽ある.それゆえ，武蔵ヶ辻地区の新しい商業核
が， 3階部分における商業i拍手IJ用の重要な役割を担っている.一方，武蔵ヶ辻地区より南の地区にお
いては，業務利用の卓越がより一層明確なものとなる. 1階部分と同様，大規模ビソレの内部に銀行・
保険会社・証券会社の事務所がみられる. とくに日本銀行金沢支j苫北部の香林坊 1・2丁目地区に銀
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行の集積がある.また，下堤町涌から南IlTにかけての国道の荷台討にも，金融・保険機関の集中が顕著でー
ある.
3 r桔では宿泊施設(ホテノレ・旅館〉の立地が，商業的利用・業務利用とともに注目される.大規模
ホテノレは北端のスカイヒツレと高岡IlTの国道沿いに位置している.そして，そのほかの宿泊施設はいず
れも国道に直接回していない. ところが裏通り沿いにおいては，宿泊施設の建築面積は比較的大きし
宿泊施設が主要な利用の一つに数えられる.またこの 3階部分では，建築物の構造が木造から鉄筋・
鉄骨等の耐火構造に移行している. したがって，これら宿泊施設の立地は観光都市金沢のー側面を物
語るとともに，都市空間の垂直的拡大が，主要道路に面した地点だけにとどまらず，観光機能を主体
としてその背後の地区へも遷移していることを示している
さらに， 3階部分の裏通り沿いでは住居も多数みられる.これらの住居の階下利用は飲食庇もしく
は物品販売j苫で、あり，空間利用の垂直的分化が確認される.
61培では，空1再利用の純化が一層進展し，金融・保険機関のオフィスを中心に，一般企業のオフィ
ス，宿泊施設，再開発にともなう新しい商業核がその主要部分を構成している.住居は，武蔵J!ITに11
階建の集合住宅が l椋存在するのみである.そして主要道路(国道〉から灘れた地点に位置する利用
は，この集合住宅やタワーパーキング等わずかな利用であり， 6階部分における大部分の利用は主要
道路に面している.以上のように，現在の金沢都心部においては，都心化が，金融・保i投機関の集積
を通して主要道路沿いに進展している.また主要道路から隔った地点においても，宿泊施設の高層化
がみられる.それゆえ，今後フ都心化は，主要道路の背後へも浸透し，面的なひろがりをみせるもの
と沼、jっjもる.
盟都心地区の諸相
皿-1 人口動態
前主主で検討・したような土地利用の変貌と平行して，都市中心部ではその人口の量的・質的な特徴も
大きく変化してきた.第 6[~l は， 1970年から1985年までの15年間における金沢市のIT了別の人口増減
率を，六つの階級に分けて示したのものである.人口減少の最も著しい地域(減少率58%以上〉は，
香林坊 1 丁目 (94%) と広坂 2 丁目 (78%) である.さらに減少率23~58% の地域は，犀)1と浅野)1 [ 
とにはさまれ，国鉄北睦線から南東方向にノト立野にいたる金沢市の中心部，および浅野)1を越えて北
京に隣接する地域と，犀)1Iの南西に接する地域である.このように， [担金沢城を中心に，半径1.5km 
のほぼ円形をなす金沢市中部が，人口減少の著しい地i或である. さらに，人口の微減少地域(減少率
。 ~23%) が，こうした人口減少地域に接して存在する.本研究の対象地域である都心地区を中心に少
金沢市中央部では，過去15年間に著しい人口減少がみられたことは明白である.
金沢市中央部でのこのような人口減少に加え，第 61~からも明らかなように，他に二つのタイプの
減少地域が存在する.一つは，金沢港と大野)1にそった港湾・工業地域である.金沢法の建設に伴い
集落が移転した玉虫~島町は， 91 %の人口減少を経験した.また，金沢港から河北潟にいたる大野)1の
左岸は工業専用地域に指定されており，こうした地域で人口が減少している. もう一つの人口減少地
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第 6 図金沢市の人口増減率 (1970~1985年〉
L資料:住民基本台!援に基づく金沢市の人口および世帯数〉
域はIll号部である.金沢市中央部では犀)1と浅野}I!がほぼ平行して北西に流れるが，その東部と南部
では山地がせまっており，住宅地開発の進行している一部の地区を徐き，人口流出による人口減少が
みられる.
中心地域での人口減少に伴い，周辺部で人口増加が顕著にみられる.人口増加率 121%以上の著し
い増加地域は，まず第 6図の東部で市中央部に隣接する旭町，鈴見IU了，若松町，田上町といった山麓
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音/)にみられる.また犀)1/と浅野)1/上流部にはさまれた涌波，およびそれに隣接する大桑可や末i可など
で住宅地化が進み，人口が:J;由加してきた.一方，野々市IIT(こ接する地域での増加も著しい.北陸鉄道
石川線にそって，四十Jj，大額，馬替，鋲新保， さらに高尾台といった地区で住宅地化が進行してき
た• 了市1仁i 
!川i打叶りr‘にいたるi地也ωj域或でも人口カが:斗土増首力加i日]しており， 当地区は北陸本線， 北陸自動車道西インターチェンジに近
いという交通上の利点をもっている.また金石街道に沿って人口の著しい増加地域が存在するし，
里子}1/に沿って南北にのびる北陸鉄道浅野)1/線沿いにも，同様の人口増加地域がある.
このように核を形成して存在する顕著な人口増加地域と，前述した人口減少地域との問を埋めるよ
うに，人口の微増地域(増加率o~49%) が存在する. とくに第 6図からも明らかなように， rIlの北
部地域，すなわち北陸本線より二!との地域に，このような増加地域が広くみられる.
人口の増減には明確な地域的ノξターンが存在することが明らかになったので，次に人口構成とその
変化について検討してみる. 65才以上の老年人口の比率を示したのが第 7図である この/~は， 1976 
年と 1985年に関して，小学校区別に老年人口比率を算出し，各小学校区のにf::J心でその値を代表させ，
主に 2%ごとの等値線を描いたものである. 1976年と 1985年の両者においても，人口減少の著しい中
心地区に老年人口が集中しており，周辺に向ってその比率が漸減している. 1976年において最高値を
示したのは，松ケ枝IlT(13.1 %)であり，同じく中心部の小学校区である瓢箪IflT(13.0%)や此花IllT
19761:ミ 1985 i:jミ
J 
O し¥ー3km
l_ ~-' 1"、
第7図 金沢市における老年 (65歳以上)人口比率(%)の分布
(資料:金沢市の住民登録人口および世帯数 197M1三，住民基本
台帳に基づく金沢市の人口および!生帯数 1985{J三〉
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(12.2%)でも，同様に高い値がみられた.図中の最低値は，南西部に位置する押野の4.8%であり，
最高値と最低値との差は 8.3%であった.
1985年の老年人仁!の分布パターンも，基本的には1976年の;場合と j可機であった.ただし，等{直線か
らも理解できるように，中心部で人口の老齢化がますます進展した.国鉄金沢釈をふくんだ此花!IlJで
は，老年人口は 18.1%に達し， また松ケ枝!HT(17.3%)，瓢箪!IlT(16.8%)，新堅!UT(16.7%)，長!IlT
(16.5%) といった中心地区での人口の老齢化が著しくみられた. 一方， 住宅地化，人口増加の顕著
な周辺部において低い老年人口比率がみられるが， とくに犀)!rの西に位置し北陸本線の北の地区で，
6%未i筒の小学校区(米丸，新神田〉が存在する.最高値と最低値との差は， 12.6%へと拡大した.
また，金石・大野地区や，南東部の0-1地地底においても，人口構成の老齢化が進んでいる. このよう
に，第 6図にみられた人口減少率の高い地区で，人口の老齢化が進展していることは明らかであり，
幼年人口および生産年齢人口の郊外への流出がうかがわれる.
1976年と 1985年における幼年人口 (0~ 14才)の分布乞第 71~ と j司じ子続きで示したのが第 8 図
である.老年人口の分布パターンとは逆に，幼年人口比率は老齢化の進んだ都市中心部で極端に低く，
周辺部へ|匂って漸増している. 1976年においては，新堅IHTの17.6%が最低値であり， 20%未満の地区
は，松ケ枝!TIT(18.7%)，長IIT(18.3%)，芳斉町 (19.3%)，野1]・(19.7%)，此花IIT(19.7%)，瓢
主IHT(19.3%) という中心部であった.一方，人口増加の著しい周辺部においては，幼年人口比率は
25~30% におよび， とくに南西部と西部で高くなっている.
1 976 i~ミ 1985年
第8罰金沢市における幼年 (0"-'14歳〉人口比率(%)の分布
〈資料:第7函と向じ〉
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1985年においても同様のパターンが存在す
る. しかし，都市中心部における幼年人口比
率はさらに低下の傾向にあり，長IHT(15.1 
%)，新堅IlT(15.5%)，松ケ枝!IJT(15.6%)， 
芳斉IlT(16.6%)，此花IlT(16.8%)で， 17% 
未満の値を示している.中心部の幼年人口比
率は，この 9 年間に 2~3%の減少を経験し
fこといえる.
第 91ヨは，金沢市の中心に位置する 81l!T-:了
に関して，最近15年間の人口の推移を示した
ものである.全体的な減少傾向は繰り返すま
でもないが， とくに1970年代初期から中期に
かけての減少が急激であり，それ以降，漸減
傾向に変化した.ひとつの例外は， 1983年か
ら人口の増加がみられる武蔵町で，これは都
心型マンシヨンの建設に伴う人口増加と考え
られる.
これら 81JT丁における 15年間の平均人口減
少率は47%であり，その仁ドで最も減少が著し
かったのは， 190人から12人へと激減した香林
坊 l丁自であった.近年の香林坊再開発の進
行は，この地区の人口減少に拍車をかけた.
一方，最も減少率の低かったのは下提i可で，
24%であった一般にこの中心部の南部より
も，武蔵ヶ辻に近い北部で減少率が低い傾向
がみられる.
都市中心部におけるこうした全般的な人口
減少の傾向にあって，年齢別人口構成も変化
してきた. ここでは，本研究の対象地域をふ
くむ松ケ枝IsT小学校区を例に検討してみる.
同校区の1976年の人口総数は 4，455，1985年
には 3，658であり，従ってこの 9年間には18
%の人口減少を経験した. 1985年において
は，男性人口 1，662，女性人口 1，996で，女
性が男性を20%上まわっていた.また幼年人
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第10図松ケ校B!T小学校区の年齢別人口構成
(資料:住民基本台i憶に基づく金沢市の人口および世帯数〉
124 人文地理学研究 X
口は15.6%を占め，一方65才以上の老年人口には17.3%に及んだ. この老年人口は此花IlIT校区に次ぐ
高い値であり，幼年人口に関しでも， 長HlT(15.1 %)，新箆1IT(lS. 5%)とならんで，最低の幼年人
口率をもっ地区のひとつとなっている. このことは， ~公ヶ 1支 IIIT1交区が，人口に関してきわめて老1齢イ七
の進んだ地域，従って都心化が最も顕著にみられる地域であることを示していよう.
|苛小学校区で、は， 19761:]三以降の 9~:I三 10MJ にますます人口の老齢化が進んでいる これは， 10才ごとの
年齢別人口の構成を示した第 10図からも I~~ らかである まず 0"""'9才人口は39%という著しい減少を
経験しており，これは出生数の減少によるものである.また20"""'29才人口の減少も42%におよんだ
一方， 70才以上の人口は，逆に26%増加した.またすべての階級において，人口流出が生じているこ
とが百忍められる.
IlI-2 歩行者通行量、
歩行者の!lJ)J態は，都心地区の性格を理解するための重要な要素となるので，本節では，金沢市・金
沢商工会議所・金沢市商j百街連盟によって実施された調査20)を参考にして，その一般的傾向について
第11図 金沢市中心部における平日の歩行者通行量
(1984年lOJ=9 1ヨ)
(資料:歩行者通行量調査報告書〉
検討してみる.ただ，この調査は商業地区の実
態の把握と振興を目的としたものであるため，
本研究の対象地域である武蔵ヶ辻と呑林坊とを
結ぶ医道 157号線については，調査がなされて
いない.
調査地点ごとの歩行者通行量を示した第1，
12図によれば，片IllT.香林坊，武蔵ヶ辻，駅前
という三つの核が認められる. この中で、最大な
ものは，金沢市最大の中心商j苫街である片rlT・
香林坊で、ある.調査地点のなかで、最大の通行量
を数えたのは，国道 157号線と堅IlT通りの交点
にあり，堅IT商j苫街の入口にあたるそば屋の前
で，呂曜日に 3フ]2千人余久平日で l万 7千
人余りを数えた. これは， 日曜日には国道 157
号に面するU害賠の 2倍，平日でもその1.6倍
におよんだ.片岡ーは伝統的に同市の高級荷f苫街
であり，一方!室町商j苫街では，若年層を 1=コJむと
した顧客の拡大をねらう新しい商応街形成の試
みがなされてきた.第 2の核は，武蔵ヶ辻周辺
であり，この地区には，金沢市の台所ともいえ
る近江町市場があるほか， Dスーパーマーケッ
ト，lVI百貨活，スカイプラザなどのショッピン
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グ機能が集中している.片Iwr.香林坊と武蔵ヶ
辻においても，主要道路が交差し，交通機能の
著しい集1:1がみられる またもうひとつの核は，
国鉄金沢駅から都心地区へ通じる駅前で，これ
は通勤者の流れを反思たした高歩行者量地域とい
えよう.
武蔵ヶ辻と j司様に片IHT.香林坊においても，
歩行者にしめる女性の比率がきわめて高い.た
とえば，武蔵ヶ辻のM百貨j苫前では，平日通行
量の73%が女性，休日においても70%が女性で
あった.またSそば屋前における女性通行者の
比率は，平日で72%， 1:1翠で69%であり， U書
)25前においても，それぞh59%と61%であった.
一方，駅前においては，男性歩行者数が女性の
それを上回る{項向がみられた.
次に，歩行者通行量の ll~î: 1T可約な変化について
検討してみる 片Illr.竪IIT陪iJ苫街では，日曜日
には141寺にピークをむかえるが，平日には121寺
に前半のピークがあり， 16~ 18¥1寺に後半の，そ
して最大のピークがみられる.武蔵ヶ辻周辺に
関しでも，その程度は弱まるけれども，同様の
パターンが認められる.一方，駅前関j苫街では，
第四図 金沢市中心部における週末の歩行者通行量
( 1 984{i三10月71ヨ〉
(資料:第10図と同じ〉
これとは異なったノfターンが存在する.つまり，平日においては朝夕の通勤時間帯に歩行者量が多く，
一方， 日曜日には，午前中から夕刻まで，比較的一定した歩行者の流れがみられる.つまり，この地
区は，通勤・通過型の歩行者の流れをもっているわけである
IJIl窪日と平日とを比較すると，武蔵ヶ辻ではその差異があまり大きくない.伺様のことは駅前につ
いてもいえる.一方，片IJ!T・堅I丁についてみると， 見!曜日の歩行者量が平日のそれにくらべて著しく
大きい.例えばSそば屋前では， 日曜日の歩行者量は平日より 86%も多く，じ書j苫前でも39%の増加
がある すなわち， )=j-llI・・堅I!Ti初吉街は，休日増加型の地区であるといえる.
歩行者通行量の経年変化に関してみると， 1984年までの 7年間の調査結果については大きな変化が
なく，全体的に横ばい状態である
武蔵ヶ辻と片IlT・香林;坊の中間に位置する南町に関して調査結果がないのは前述のとおりであるが，
機能が専門化したこの地区では，一般消費者はパスで通過するため，歩行者通行量は極端に低下する
ものと考えられよう.
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ill-3 土地所有の変遷
地{illiの上昇が，近年の都心部における顕著な現象の一つで、ある.そのため，高層オフィスヒソレの建
設も盛んである. これら都心部における現象は，土地に対する大きな需要の反映であり，その背景に
は，オフィススペースの不足や節税対策，インフレを見越した投資などが関係している.そして前章
でみてきたように，都心部の空間利用は土地の高度利用によって急速に変容しつつある. したがって，
土地の所有状態が，今日の金沢市都心部における土地(空間〉利用，および人口動態，高層ビノレの立
地等の特質や地域差の形成に関して多大な影響を及ぼしてきたと予想される.そこで本節では，金沢
市都心部における土地所有状態の変遷を検討してみたい.
分析対象地域として，金沢市高岡¥lIT.尾U-I¥lT・呑林坊 1・2了自の各一部分を選定した.すなわち，
北は南町交差点から南は香林坊2丁目交差点に至る地域であり，主要道路(国道157号線〉と土地(空
間〉利用図上の 2本の裏通りに挟まれた四つのブロックである. この対象地域の主要道路に屈した地
区が町内会としての南lUrの範囲に相当する. この地域内の大部分の地割は主要道路にほぼ底角に交り
合い，東西に長く南北に短い短冊型を呈している.分析資料の収集にl探しては，金沢市役所において
土地課税台帳を閲覧し，対象地域内のすべての地割に対して，登記年月日，所有者の住所・氏名を昭
和期以後のものについて転写した.そして1985年の所有を含めて， 1932年〈昭和7年)から1982年ま
で10年間隔で，土地所有状態、を図化した〈第13図).
まず， 1932年 (1昭和7年〉における土地所有者-の所在地別面積構成比をみると(第14図)， 1932年に
おいては分析対象地域全域の74%が地元金沢市の部類に属する 21) すなわち，金沢市内のf::Ji'有者によ
る土地が明らかに卓越していることがわかる.そして第13l翠より金沢市の部類に属する土地が1932年
においては分析対象地域全域に面的に展開している.また金沢市の部類に属する土地所有者の所在地
は，ほぼこの分析地域内に完結しているが，わずかに片IsT.長町・下堤町などの近隣の所有者も存在
する.
東京都の部類に属する土地が，金沢市に次いで広い面積を占め，全体の16%に達する.東京都内の
所有者は，安田銀行や日本長期信用銀行，愛国生命，片倉生命保険等の金融・保険機関であり，その
ほかに不動産会社と宗教法人にみられる. しかしながら，都内の個人もしくは一般企業が土地を保有
していることはない.また，当¥1寺東京と並ぶ大都市の大阪については，この分析対象地域内に関する
限り，皆無である.それゆえ，すでに昭和初期において，東京を中心とした中枢管理機能が地方中心
都市において経済的影響力を及ぼしていたと考えられる. しかも，東京の経済的影響力は強く，大阪
のそれとの開に!被差が生じていたとみることができる. この東京都の部類に属する土地が，上記の金
沢市の部類に属する土地の間隙を埋めるように分布している. しかも， これら東京都の部類に属する
土地は，主要道路(国道 157号線〉に屈して立地する傾向がある.なかでも金融・保険機関は主要道
路をとくに強く指向し，わずか 1社だけが，主要道路に面して土地を保有していない.また，これら
の土地のなかには，尾山神社前交差点の北西角に位置する安田銀行所有地にみられるように，広大な
所有地(約1，800mりも存在する.
東京都に次いで 3番自に高い割合を示すのが，石川県に隣接した富山・福井県の北陸2県である.
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96 その構成比は 8%である. これらの土
オ:ミ
1932 
1942 
1952 
1962 
1972 
1982 
1985 
100 
1 ~2 _3 25日6巳7
第14国 金沢市中心部における土地所有者の所在地別部積構成
1 東京都 2 大阪府 3 愛知県 4 石川県(金沢
市を除く) 5:富山・福井県 6 その他 7 金沢市
(資料:土地課税台帳〉
東京都の14%，そして富山・福井県の 7%と続いている.
地のなかで主要道路に而し，かつ広大
な土地は，富山市に本!苫を置く十二銀
行(現北陸銀行〉の所有地である. こ
の土地以外は個人と建設会社の所有地
であり， いずれもノトか引莫で、ある. そし
て，上記の金沢市と東京都，富山・福
井県以外では，神戸市の一般企業が高
岡1ITの裏通り沿いに土地を所有して
いる.また名古屋市の中部日本新聞社
〈現中日新聞社〉は主要道路に面して
土地を所有しているが，その面積構成
比はわずか 1%にすぎない.
第二次大戦時の1942年〈昭和17年)
には，上記の1932年と比較して，所在
地j}IJ面積構成にきわだった変化がみら
れない. 19421~三においても， Jyjらかに
金沢市の割合が卓越エし(78%)，次いでし
第13図を用いて 1942j~三における土地所有状態の特性を検討してみると，分析対象地域北西部のブロ
ックにおいて土地所有の大きな変化がみられた.尾11神社前交差点の北西角地では，土地所有者の所
在地が東京都から金沢市へと変化し，また南IIT交差点の南西部で、は逆の変化が生じていた.前者は19・
401i三(1沼手1:125fj三〉に安田銀行から加能合同銀行へ，後者は1933fj三(昭和18年)に個人から一般企業へ
と所有者に変更がみられた.また，分析対象地域の南西ブロックにおいて，大阪府の音13類に属する土
地がみられる. これは野村証券の所有地であるが，面積は小さく依然として東京都との問には隔たり
が存在する.
戦後の19521:1三には，以前と同様に金沢市の面積構成比が高く， 78%を示し，金沢市の卓越が続いて
いる.一方，東京都の部類に属する土地はわずかながら縮小傾向をみせ， 10%を占めている. この構
成比の変化は，東京都の部類に属する土地が金沢市のそれへと移行したために生じたものである. し
かしながら，金敵・保険機関の所有地の変化は小さい.なお南!lIT交差点南西の角地は，東京都内の保
険会社が収得したものであり， 19521i=-~L.おいてもやはり金融・保険機関が主要道路を指向するのに変
わりはない.
経済の高度成長期にあたる1962年になると，土地所有者の所在地別面積構成比に急激な変化がみら
れた.すなわち，金沢市の卓越性は維持されるものの，その値は58%に低下し，逆に東京都と富山・
福井県，愛知県の割合がそれぞれ24%，13%， 3 %に上昇したまたこの急激な変化は，主に1960年
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以後に集中している. したがって，高度経済成長を背景として，金沢市都心部における土地所有状況
が変動したと思われる. しかしながら大阪府の部類に属する土地の構成比は，東京都および愛知県の
選移とは逆の減少を示している.
1962年においてj広大を示した土地の所有者は，東京都の部類にj認する土地で、は，不動産会社と保i険
会長!こ，銀行，そして一般の企業である. このうち不動産会社と金融・保険機関の取得用地が拡大した
こと地のほとんどを占める また，これらの機関の所有地の拡大様式には，一定の規則性を認めること
ができる.すなわち，これらの機関は，既存の保有地の隣地を合わせて収得し，規模の拡大を図って
いるのである. しかも主要道路と平行に拡大がみられ，その結果，主要道路沿いに東京都の部類に属
する土地が蚕食するようにj民間している. この主要道路を指向する現象は，高次な機能を有した企業
に共通してみられる.たとえば尾iJ_ll]・交差点北京角地で、典型的にみられるように， 1952年において富
山相互銀行の所有地は主要道路(思道〉に面
していなかったが， 1953年に国道に面した!鉾
を収得することにより，主要道路に面した広
大な角地を形成するに至っている.
1972年には，土地所有者の所在地別面積構
)JjH比に基本的に大きな変化がみられない.尾
山神社前交差点の南西において，中 iヨ新聞社
の所有地が拡大し，裏通り方向へも進展して
いる.
1 982!t1三には，大!坂j荷の嗣)sm引こj罰する面積の
著しい増大がみられる.その結果，金沢市の
面積構成比はさらに低下し， 50%を示す
そして東京都のそれが25%であり，第31l'Lに
大阪府のそれの11%が続く.大阪府の急激な
拡大部分は，保険会社2祉の所有地である.
一社は大同生命保険相互会社であり， 1975年
に大阪市の一般企業や地元の金沢信用金庫な
どの複数の所有者から土地を収得している.
もう一社は住友生命保険相互会社であり，
1981年に富山市内の一般企業から収得してい
る. これらの保険会社の所有地に共通してみ
られる現象として，連続した複数の地害IJが一
つの大きな敷地を構成していることがあげら
れる. しかも， 2社の所有地の一部がともに
国道に接しているのである.そのため，分析
第15図 金沢市!こ1:1心部における金融・保険機関による
土地所有 (1985年〉
証券会社の区画はi司系列ピソレ会社による所有である
(資料:土地課税台帳〉
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対象地域北西ブロックの国道沿いにおいては，地元金沢市の部類に属する土地がわずかに残存するの
そしてこの国道に面した土地のなかで，大阪府内の所有者に挟まれた土地は南町商工会の，みである.
ところが，北西ブロック内におい共有地であり，北側の土地のみが金沢市内の所有者の土地である.
金沢市の部類に属する比較的広い土地が残存している.
土地所有の変遷をたどってきた.以下では1985年現在の
土地所有状態を事例に，土地所有者の特質と土地(空間〉利用との関係についてふれてみたい.
すなわち裏通り沿いには，
主に土地所有者の所在地を通して，
ても北西部分，
以上，
上記の1982年当時のものと比較して基本的には変化していない.1985年における土地所有状態は，
主要道路 (1翠道)に面した地点は，東京をはじめとして大阪・名古屋の企業の所有地である.ように，
土地〈空間〉利用および高層建築物の立地に関してきわめて大き土地所有者のなかでも，第15図は，
1985年現な影響力をもっ金融・保険機関の所有地のみを図化したものである.分析対象地域内には，
そのうち保険会社8社が対象地域13社の金融・保険機関がj苫舗もしくは事務所を開設している.
内の土地の24%を所有している.次いで全国
銀行 2社が1%を，信用金庫・;j:自互銀行2社
が10%ずつ所有している
保険機関13社全体の所有面積は45%にも達し
そしてこの金融・
主
ている.
金融・保険機関の所有地の特徴として，
要道路(国道〉沿いに， これらの所有地が連
この現象は，す宜していることがあげられる.
とくに北西ブロックにおいて典型的にみられ
〈ー
』ム
すべて金沢市の部類に該当する土地以外は，
融・保険機関の所有地によって占められてい?????
? ?
???
???
また企業別に所有地を分類した場合(第
すべての企業が，所有地の少なくと
も一辺を主要道路に接して所有している.・
の一要閣として，容積率・建ぺい率，斜線制
限等都市計画上の建築規制を考慮する必要が
在，
しかもこの主要道路沿いにおいては，る.
.，・一、明F
る.
16図)，
界一一一筆
主要道路に面した土地におたとえば，ある.
その敷地に対して高い容積率が適用いては，
つまり，分析対象地区内にさj〆しるのである.o 50 m i1;~\\\\1 と
ころが，裏通りの前面道路i幅員は12m未満で
あり，建築基準法により容積率は 600%より
そのため，中高
おいては，容積率は一律の 600%である.
も低い値におさえられている.
第16図 金沢市中心部における金融・保険機関の企業
別所有地 (1985年〉
(資料:土地課税台帳〉
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員の狭い裏通り沿いには大規模ピ、ルを建設することができないのである. したがって，企業は床面積
のより大きな建築物の建設が可能な主要道路沿いに土地を求めるのである.そして，近接性の高い主
要道路に面して高層ビ、ルを建設することによって，企業イメージの上昇が図られ，また収益性の高い
オフィスピノレを運営することができる. このような要因により，主要道路(居道)沿いには金融・保
険機関の高層ヒVレが連担し，高層階において金融・保険機関を中心としたオフィスが特徴的にみられ
るのである.
Il-4 事業所の立地
石川県全体の事業所総数は， 1960年に46，800，1972年に65，661，1981年に78，795に達している.そ
のうち，金沢市では1960年に15，317，1972年に24，206，1981年に31，326にまで増加した.県全体の事
業所総数の増加率は， 1960~72年には40.3% ， 1972~81年には20.0%であり，金沢市におけるそれは，
1960~72年には58.0% ， 1972~81年には54.3%であった.金沢市の事業所数の増加率は，県全体に比
較して著しく高率である.事実， 1960年には石川県全事業所数に対して金沢市のそれが占める割合は，
32.7%であったものが， 1972年には36.9%，1981年には39.8-%に達した.いずれにしても，金沢市で
の事業所総数は全県の約40%もの集積がある，
産業大分類によって，金沢市が1981年時点で石川県全体に占めるもののうち高率であるのは，在[J・
小売業75.0%，不動産業68.3%，金融・保険業50.0%，運輸・通信業39.5%，サーヒずス業38.9%等で
ある. これらの数値が示すように，金沢市にはとくに商業・サービス業，そして金融・不動産業など
の機能が著しく集中している様相がわかる.
第 51週中に画定したように，金沢市の中心部である武蔵ヶ辻地区から片IUT・香林坊地区に限定して，
事業所の立地の様相を検討してみたい.この狭い範囲に， 1981年現在， 3，967の事業所が集積してい
る. この数値は金沢市全体の事業所の16.4%に達している
図の範囲は， 1981年の事業所統計調査によれば， 110の基本調査区に区分されている.それぞれの
基本調査区は，原則として， 20~40ほどの事業所が存在するように設定されている.事業所統計調査
は， 3年ごとに行われ，基本調査区の修正はなされる場合もあるが，実際には修正の数が限定されて
いる.まず，最初の作業として，各基本調査区ごとに全事業所の開設年度を考察するため， 1976年以
降1981年までに開設した事業所の全事業所に対する割合を事業所の新設率と呼称し，その値を求めて
第17図として示した.
事業所の新設率が高い地区は，大きくわけでこつある 一つは高岡IUT・尾1!IUTにあり，他は片IlIT.
香林坊地区に存在し，両者とも国道 157号に沿う地区である.高率になる理由として，両地区で状況
が異なると考察されうる.高岡町・尾山 1了における新設の事業所の高率地区では，事業所数が比較的
増加していないため，新たに事業所が立地せずに，事業所の代替があったと思われる. とくに，武蔵
ヶ辻のスカイピノレに含まれる基本調査区は，市街地再開発事業が1972年度から施行されたため， 56事
業所のうち55の事業所が1976年以降に新設されたものであった.尾UJIlTと高岡IHTで高率を示した地区
は，金融機関をはじめ業務関係の事業所が進出しつつあるものであった.
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一方，片IlJ.呑林;妨地区は金沢市の中心的
繁華街であり，飲食)~g .料亭・喫茶j苫をはじ
め， 1決函館・パー・キャバレーなどの地域中心
的機能が集積する地区である.当地区では新
設の事業所が多く，大部分の基本調査区では
事業所が急増している. しかも，業種として
は産業中分類で卸売業・小売業にし，小分
類では多くの割合が飲食応に属すると忠われ
る.たとえば，片!i!T2丁目のIJil道 157号沿い
をのぞいた地区，すなわち裏通りの街区には，
20の基本調査区が存在する.合計645事業所
のうち，実に84.7%に相当する 546事業所が
-13.41 産業中分類で在IJ ・小売業に)I~J し，サービス業
の62事業所 (9.6%)を加えると， 全事業所
の94.3%が卸・小売業とサービス業にする
ことになる幽本地区の土地利用図を作製する
過程で事業所を観察すると，規模の小さな飲
食肢が多く，一つの雑居ビ、ノレに20~3oili干の飲
食肢が入っている場合もある.その他，サー
ピ、ス業としては，旅館・歯科医，美容院，駐
車場を営む事業所が多い.
上記と反対に，事業所の新設率の低い地誌
は， IJTI道 157号沿いと，それから離れた裏通
りに分布している 武蔵ヶ辻地区においては，
享保年間に開設したとされている近江町市場
があり，各事業所とも開設年度が古い.一方，
ー ? ? ?
。 300m 
第17図 金沢市中心部における事業所の新設率(1981~三〉
(資料:事業所統計〉
スカイヒツレの一部は，市街地再開発事業とし
て， 1969:{~三にすでに完了していたために，新設率が低率を示している その他，国道 157号に沿いな
がらも，尾山1lJや香林坊に低率が示されるのは，開設年度が古い事業所が新設事業所と混在するため
である.たとえば，高伺IUTの国道に沿うある調査単位地区では， 1の事業所のうち五つが第二次大戦
前から立地していた. このように，金沢市の中心部には，新しい事業所と古くからの事業所が混在し
ている. とくに，前述のII-lとII-2で分析した!日南町地区では，新設事業所と従来からの事業所
が混在している.
次iこ，事業所には零細!な個人経営のものから大規模な資金による法人企業による事業所が含まれる
ため，事業所の質的な側面を地域的に分析することを試みた第18図は，事業所の規模を考察するた
金沢市1:ド心部における都心化の地理学的iDf究
めに，一事業所あたりの従業者を基本調査区
ごとに算出した.地IZlの範1m内で一事業所あ
たり従業員数の平均値は， 11. 9人で、あった.
この事業所の従業員規模による考察によっ
て，各地区の特色がうかがえる.武蔵ヶ辻地
区と片llIT.呑林坊地区の市内の二大中心地に
比較して，その中間に位置する高岡I!T・尾1j_1
jIlTの国道 157号に沿う地帯に，事業所の規模
の大きな地区が集中している.当地帯に加え
て，広坂 2 了 I~l には石川県庁・金沢合同庁舎
をはじめ，思・地方自治体の事業所が集中す
るために，事業所の大規模地区になってい
る.なお，片Il!Tの大規模事業所地区はD百貨
活の立地によるものである.
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一方，片IUT.香林坊地区のi主l道沿いから裏
通りに入ると，事業所数に比較して規模の小
さな事業所が分布する. この様相は，武蔵ヶ
辻地区も同様である.高j司・尾I-LI両IlJ地区で
は， I~l道を挟んで裏通り地区の東西に事業所
のfJ~1英が異なるパターンが存在する.すなわ
ち， I~道より西側の裏通りでは，小規模な事
業所が集中する地区が連続する.一方， I豆l道
より東側の裏通りでは，西側より相対的tこ規
模の大きな事業所が集積している これは，
後者においての方が前者に比較して業務機能
の地域的な浸透がより進んでいるためと考察
される.
第18図 金沢市1:::1心部における事業所の規模 (1981年〉
〈資料:事業所統計〉
1V 土地利用の変容をもたらす要因
1V-1 路線価の地域的分布
路線価は，土地の経済的価値を表すーっの指標であり，ある一定基準の下で作成されるため実勢{illi
格の代用としてきわめて有用である.
金沢市における1976年当時の最高路線部iは490千円1m2を示し，片I!TのDデ、パート前(第20図中の
B 地点〉においてみられた(第 19図). そして高地価地区が，片IlTを頂点に主要道路沿いにイl判長して
形成され，路線価400千円1m2以上の地区は，犀川北東の片 11了交差点から C地点の香林坊にかけて存
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第四図 金沢市中心部における路線価の変化
1-¥:犀)1大橋北詰 B:片町 (Dデパー ト前〉
C :;香林坊 D:尾山i可 E:尾山神社前 F:南町
G:下堤mT H:武蔵ケ辻 1 スカイプラザ北
J :スカイプラザ北西
〈資料:相続税財産評価基準書〉
在した(第20!盟)22).一方，片1IT'香
林坊地区に相対する武蔵ヶ辻地区にお
いては，路線価400千円1m2以上の地
区が存在していない.
C 地点の香林坊以北では，主要道沿
いの路線1Illiが急激に低下している.そ
のためD地点の尾山町では，路線価が
最高価格の約42%の208千円1m2とな
っている.そして E地点の尾山神社前
から G地点の下堤llTにかけて路線価は
さらに低下し， 200千円1m2未満であ
る.なおスカイプラザの近辺では，s各
線価にゆるやかな上昇傾向がみられる
が， 250千円1m2が最高であり， この
値は片10了(Dデパート前)の約半分に
すぎない. したがって， 1976年時点の
主要道路沿いにおける路線価の分布形
態は， B 地点の片l!丁 (Dデ、パート前)
のみを頂点とする単極構造といえる.
また，この両地区における路線価の差
異は，商業機能の集積量の差異を反映
しているとみなせる.
裏通りに沿った路線価は，主要通り
沿いのそれと比較して全般的に低く，
とくに片I!lT.呑林坊地i乏においてその
差が明瞭である.また，東西二つの裏
通りに沿った路線価には，地点院の較
差が比較的小さい.なかでも C地点の
香林坊から G地点の下堤!HTにかけて，
東西二つの裏通り沿いの路線価に差異がほとんど認められない. しかしながら，南北それぞれの商業
集積地区においては，裏通り沿いの路線価に差異がみられる.つまり， B地点の片岡了からC地点の香
林坊にかけて，西側の裏返り沿いの路線価はほぼ一定値 (180千円1m2)を示す.一方，東側の裏通り
では，路線価の変動が著しく，土地の価格がわずかな範国内で、大きく異なっている.またG地点から
I地点の武蔵ヶ辻地区においても両者に差がみられ，東側の裏通りの方が高い. この東側の地価の高
騰する地区は近江町市場に相当し，歴史的J慣性を認めることができる.
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第20国 金沢市中心部における路線価の分布
図中のAr-./]は第19図のA"'-']に対応
(資料:相続税財産評価基準書〉
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1981年における最高路線価は670千円1m2で，1976年と同様に，主要道路に面したB地点の片IllT(D
デ、パート前〉において存在した.そして路線価は全体的に上昇傾向を示い主要道路沿いでは日地点
の武蔵ヶ辻地区においても，小規模ながら路線価のピークを認めることができる. したがって，路線
価の分布形態は，片lUr・香林坊の単極構造から武蔵ヶ辻を合わせたこ極構造に推移した.
1976年と比較して1981年における路線価の特徴的な変化は，片1IT.香林坊地区においてみられた.
1981年には， 400千円1m2以上の路線価が，犀)1からD地点の尾iJ-llTにかけての主要道路沿いのみな
らず，香林坊地区の西側の裏通りにも存在したこの裏通りは香林坊再開発地区に面し，路線価の上
昇は再開発事業によるものである. したがって片町・香林坊地区においては，主要道路沿いの高い路
線価が，その背後に位置する裏通りにまで再開発事業にともなって浸透し，面的な高地価地区を形成
するに至っている. しかしながら，片岡了・香林坊地区においても東側の裏通りに沿った地区，および
D地点の尾出町から F地点の南IlTにかけての両裏通り沿いは依然として低い路線価を示し，主要道路
沿いとは好対照をなしている.
1985年における最高路線価は 950千円1m2に達し，1976年の最高価格の約 2倍である. この最高価
格を示した地区は， B地点の片IlT(Dデ、パート前〉よりもわずかながら C地点の香林坊方向に拡大し
て表われている.すなわち，主要道路沿いでは，高価格帯が片IlTから北部へと展開を示す.その結果〉
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E地点の尾山神社前まで 400千円/m2以上の路線価が連続して表われた(第20図). また，武蔵ヶ辻
地区においても路線価が上昇し，スカイプラザ前では， 400千円/m2以上が連続的に存在する. さら
に，E地点の尾1神社前から G地点の下堤町にかけての路線価もまた上昇し， 400千円/m2に近い.
そのため，分析対象地域南端の犀)1から北端のスカイプラザまで，路線価は 300千円/m2以上を示す.
路線価の上昇は，主要道路に屈した地点にとどまらず，裏通り沿いにおいても展開している. とり
わけB地点の片IIlJ周辺地区における上昇が顕著である. 400千円/m2以上の路線価が，犀Ji!から C地
点の呑林坊にかけての裏通りに表われ，片IIT・香林tJj地区においては高地価が面的な広がりを示した.
しかしながら，裏通り沿いでは，規模は縮小したが，依然として 200千円/m2末満の路線悩にとどま
っている地涯が存在する.
以上のように金沢中心部における路線価(地価〉は，年を追うに従って上昇し， しかもその上昇傾
向は近年加速度的に増幅されている.高地住liは， 1976年当時には片Il!Jから香林坊にかけてのわずかな
地点でのみみられた.その後，高地価は，片lur・香林坊地区において小規模ながら面的な拡大を示し
た.そして1985年には，分析対象地域内の主要道路沿いの大部分が高地価地区へと変容した.同時に
片IlT.香林;坊を1:コ心として北部へ，また裏通り沿いへと面的に高地借地区が拡大するようになった.
すなわち，高地価地区が，点から線(主要道路沿い〉へ，そして毘へと拡大傾向を示したことになる.
このような地価の急激な上昇は， とくに主要道路沿いの固定資産税の負担を増大させることになる.
土地所有者の土地売却・郊外への移転，すなわち都心部の空洞化現象はこのような地価の上昇が一つ
の要因になっているといえる.
1V-2 モータりゼーションの進展
急激なモータリゼーションが，わが国で、は第二次大戦後の高度経済成長とともに生じた. 自動車は，
万台
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第21国 金沢市における自動車保有台数の推移
〈運輸省中部運輸局石川i陸運支局の市町村知j車両調査資料により作成〉
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今日非常に便利な交通手段としての地位を確立し，人びとの生活行動空[10¥'Jに大きな変化をもたらして
きた.たとえば， 自動車の果たす重要な役害1]の一端として， 自動車を月3いた買物行動をあげることが
できる. しかしながら，自動車利用の快適さの反面，駐車場不足が，伝統的商市街においては深刻さ
を増している..-)-なわち，駐車場の有無が商業地域の盛衰を左右するまでに至っているのである.
第211z1は，金沢市における自動車保有台数の推移を図化したものである.金沢市における自動車保
有台数は， 1印96ω0年代以後急j激B放IなJ土U活!上出:呂却l巴L
1万4千千;台でで、あつたが， 1974'f:1三には10万台を超過した. そ
して1985年現在には，金沢市において約18万 6千台の自動
車が保有されている. この20年I'M]に自動車保有台数は約 5
倍に増加したことになる. 1970年以後における貨物自動車
等の噌加がわずかであるため， 自動車保有台数の急増は来
用自動車の普及によるところが大きい.釆用自動車は， と
くに1960年代後半から急激な増加傾向を示し始め，現在で
は全保有台数のがJ6害1]を占めている.
高度経済成長期におけるこのような自動車の普及にとも
なって，都心部の空間内では，駐車場の占める比重が年を
追うに従って大きくなってきたこれは!日南IJT地区におけ
る土地利用の変化にみられたように，駐車場のポテンシア
ノレは，駐車場面積の拡大という形で具現化されている.そ
こで以下では，駐車場利用に着目して，都心部の土地(空
間〉がそータリゼーションにいかに対応しているかを考察
する.
第221Zlは，第H章で分析した土地(空|現〉利用図を基に
して，駐車場の立地のみを図化したものである 23) 第22図
より，駐車場が分析対象地域内に広範囲にわたり分布して
いることがわかる. このうち広大な青空駐車場が，下堤町
交差点南東部と香林坊2丁目交差点南西部に典型的にみら
れる. これらの広大な青空駐車場は，主に私営の有料駐車
場であり， しかも主要道路(匡l道 157号線)に直接面して
いない地点において立地している.また，J宅IIllUy交差点南
東角地の駐車場のように，銀行が営業用とともに顧客用無
料駐車場を設けている事例もある. ところで，主要道路沿
いにおいても比較的広大な青空駐車場が分布している. こ
れらの駐車場の多くは， I日南lUT地区における土地利用の変
化で分析したように建築物を取り除いた跡地をそのまま
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駐車場として利用したものである.そして，これらの青空駐車場に隣接した金融・保険機関が管理・
利用している.この利用形態は，下堤町南交差点から南町交差点にかけて特徴的にみられる. しかし
ながら，主要道路に面したこれらの青空駐車場は，現在の一時的な利用形態であり，将来は以下に示
すように，建築物内部に取り込まれるものと思われる.
金沢市中心部の 1階空間においては，青空駐車場とともに建築物の内部にも駐車場が多数存在する.
タワーパーキングを含めて，建築物の i階部分を利用している駐車場は，主要道路沿いの高層建築物
にとくに集中してみられる. これらの高層建築物は，前章で、述べたように，金融・保険機関の建築物
であり，比較的近年に建設されたものが多い.すなわち，金融・保険機関は，建築物を高層化するこ
とによって， 1階部分を駐車場として利用し，またはタワーパーキングの設置，地下駐車場の設置な
どにみられるように，高層建築物の内部に駐車場空間を創造している. この駐車場の利用形態は上記
の青空駐車場の進化形態であるといえる.すなわち，都心部の空間は，より集約的な駐車場空間を創
造する形態を示しながら変容している.
?????? ?? ?? ?? ??
o 500m 
第23国 金沢市中心部における都市再開発事業
IV-3 都市再開発
金沢市における都市再開発事業の
歴史は古レ¥都市再開発事業が行わ
れた地涯と今後予定されている地区
は，第23図に示されているように
国鉄金沢駅から武蔵ヶ辻地区をへて
香林坊地区まで広がる.都市再開発
事業は，都市域の景観を大きく変え
るとともに，地域的な商業活動をも
著しく変容させた，
1) 武蔵ヶ辻地匿の都市再開発
本地区は，古い歴史を有する商);5
街を含み，金沢市において古い商業
地区の一つの核を形成してきた.昭
和年代に入ってから，本地区は浅野
)1高業振興会を結成し，片IH了・香林
坊地区の犀川[j萄業振興会と活発な商
戦を展開してきた. このような両地
区の競合が，両地区を二大高業地区
に形成させるエネルギーになったと
評価できょう.
近年，増大する交通量に対応しな
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第1表金沢市における市街地再開発事業
記号| 地 区 名 l施行者|事業年度円Ji権問数|智期1
A 武臓ケ辻第一地区 1966/"Vω年 0.23 17 464 
B 第二地区 市 70 /"'./ 73 1.72 58 8，282 
C 第三地区 司王 72 r'-' 81 0.6 31 3，725 
Iコ 金沢!~R .武蔵地区(:It) 市 76 r'-' 0.6 58 5，272 
E 金沢駅・武蔵地区(南〉 司ヲ 未 JI二? 
F 香林 :lj5 第一地区 組合 81 ~ 86 1.0 44 14，424 
G 第二地区 組合 82 /"v 86 1.5 55 22，040 
H 金沢駅前第一地区 未 ;5: ニ
I 第二地区 I! 
武蔵ケ辻第四地区 1/ 
(金沢市の資料による〉
がら，商業地区の近代化を目途として， 1966年に武蔵ヶ辻市街地改造事業工事区域が決定し，木市に
おける本格的な都市再開発の最初のものであった第 l街区から第 2街区までの指定がなされ， 1981 
年秋に第 4街j玄のキーテナン卜である D百貨活が関j苫し，木地区の再開発事業も一段落した.
1973年に，第 2街j玄の金沢スカイビソレ(地上18階，地下 21結〉が完成し，その中には百貨・ホテ
ノレ・専門活・事務所などの複合した機能が入った第 2街区の南に隣接する第 3街区は1972年に都市
計画が決定された しかし， 31人の地権者間での意志の統一がむずかしく，事業を決定するまでに 8
年間の歳月を必要とし， 1979年になってようやく工事に着手することができた.
これらの都市計画区域に隣接して，古くから「朝市j として出発した近江町市場があり，金沢市の
「台所Jとして多くの主婦を集めてきた. 1978年に近江IlT市場第一次高度化事業によって組合に加入
している 182J苫舗のうち，一部が近代的な 3I~皆建てピノレを建設した.一方，組合は 450 台の駐車場を
建設し，共同の冷蔵庫を設け，近江町市場も武蔵ヶ辻地区の再開発とかかわり合いながら市場全体の
近代化をはかっている. その結果， 市場に来る買物客は一日平均30，000人にも達し，年間の売上高
は200億Piを越えるとされている.
武蔵ヶ辻地底の都市再開発事業の完成によって，本地区の中心性は著しく変容しようとしている.
歩行者の吸引力が高まった結果，歩行者通行量が増大し， しかも都市再開発によって誕生したピ、ノレ内
に近代的な専門活が集積し，服装や靴などの新しい流行の発生地点として生まれかわろうとしている.
このような木地区の商業化の進展は，前述の片 1IT・香林坊地区の都市開発事業の決断に大きな影響を
与えた.
2) 駅前地区の都市再開発
わが留においては，明治時代末期に全国的な主要幹線鉄道網が完成した鉄道交通に依存する割合
が高かったため，都市に設けられた鉄道駅の位置によって，都市の内部構造に変化が生じ，者I~心が鉄
道駅に向って移動することが一般的であった.
しかし，金沢においては，国鉄駅が!日城下町の外縁部に位置し， しかも従来の都心部に位置する武
蔵ヶ辻と片mT・香林坊両地区が互に商業化を競い合ってきたため， 日本ではめずらしく駅前に大きな
140 人文地理学研究 X
商業地区が今日まで形成されないままである. したがって， I:l々の歩行者量や地価の指標から地区の
中心性を，前述した 2地区と比較すると，木地区は決して高くない. しかし，北陸新幹線が将来開通
の予定であり，それに伴って金沢駅が高架になって， )，択の東側!と西側が結びっくようになる.また，
1J8鉄駅から金沢港に{1=13びる都市IjillJに駅西ニュータウンを建設する都市計画が検討されている.そのた
め， 新しい者都l日c;心L以、寸，'-I!i
から武蔵ケ辻まで、の1約:よ力〈守J80∞Omの問を藍線!的i均句な街路 (rαli屈高3お6111) で結ぶ. 1976年に「金沢WJc・武蔵地区市
街地再開発事業Jが決定し，金沢市のシンボノレロードとして緑ゆたかな駅前通り道路を開通させ， ~ijr 
たな I~::J心業務地区を形成するものである.
金沢市の調査によると，この都市再開発事業が予定される地区は，全建築物の92%が木造であり，
全建築物の75%が19451=1三以前に建設されたものであるため，都市再開発事業は不燃化・防災化も意図
している.一方，島村昇氏他は， 1980年4月に木地区を調査したが，その結果を裂が〕すると以下の
ようになる.対象地区の敷地規模は，平均124m2であり，建築面積は平均 98m2になり， したがって
建ぺい率は80%の高密度を示している.職業構成は，小売業・卸売業が49%で、圧倒的に高率を占め，
この地区は商住混合地底をなしている.対象地区の世代継承については，現世帯主についてみると，
当地区における世代数は 4世代以上が 5%， 3世代田が 8%， 2世代田が25%，初代が62%となり約
40%が世代継承世帯であり，すべての平均居住年数は301':1三に及んでいる. しかも，永住意識のある人
は81%にも遣することから，この地区には古くからのコミュニティが根深く形成されている.
本計画に地元民が参画せずに，金沢市が一方的に進めているとして，反対同12が結成されたよ記
の島村氏の調査によると，全住民のうち絶対反対である56%，条件によっては立退きを考えてもよい
34%，立退きに賛成である 7%，その他3%であり，過半の住民が絶対反対を表明していた以上の
ように，都市再開発の事業主である金沢市と地元民との合意が得られないままに，一部の土地が市に
よって買収されたのみで事業が進まない状況が続いた. しかし， 1984年から金沢駅・武蔵地区(北)
を五つに分けた最も国鉄駅:寄りの地区から工事が若手された.
3) 片iBT'呑林坊地区の都市再開発
当地区内には，市内最高地価 (1986年の路線似は 1，030 ，000 p=] / mりが片!u了2丁目に存在する. さ
らに歩行者通行最も当地区内の堅IlJ商j苫街内に最高地点を見い出すことができ，地価・歩行者量の指
標から推測する中心性は，三i也区中最大で、ある.
当地区の者Pll再開発は古く，国道 157号線の拡幅改良工事と並行して，沿線商応街の近代化がIZlら
れ， 1957年から1966年までの10年間の歳月を要した対象となった街区は延長 850mの長さで，数軒
のビ、ノレが拠点となった. この工事は道路拡幅とともに，防災建築街区造成事業によって木造を主体と
した建築物を不燃化ビ、ノレに建てかえる都市再開発であった‘ この結果，近代的ビ、ルが誕生し，アーケ
ードが完備し，歩道のカラー舗装がなされるなど，金沢第一の中心商f苫街として整備された.
しかし， このような都市再開発事業には，いくつかの困難な問題があった.歴史的に古い市街地で
あるため，土地所有の細分化が進み，土地のなかには抵当権がついているものがあり，地権者の同意
を得るのが難しかった また，完成した高層ビノレの床面積を切売りしたため，広い床面積を買上げう
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るキーテナントを探し求めるのが容易でなかった.香林与15第 l街区 (6，440m2) も108人の組合員に
よって 1966年から入居を l~i~J始したが， D百貨j吉はいったんは出胞を伺意したものの，のちの経済情勢
の変動と社会事情により，撤退を表明した Zホテノレの誘致も進められたが，地元同業者の反対があ
って不発に終った. このように金沢市の経済的基盤の弱さがあり，金沢市も伺街区にし020m2の土地
を4億円で買収し，地権者の 1人に名を連らねているが，事業を主導するまでには至らなかったこと
も事業を長期化させた
しかし， 19571~三からの都市再開発事業によって当地区の商業化は進展した. 1967年の商業統計をみ
ると，武蔵ヶ辻地区の小売業 189億円，飲食業 12億円の売上げに対し，本地区は 247億円， 47億円で
あり，金沢における中心商業地区として，武蔵ヶ辻と木地区の地位が完全に逆転した
1967 1=1三の本地 IRにおける j百害fIì構成は，小売)~目前 251，飲食・娯楽脂綿 432，金融・保険居者ïH14，そ
の他の商業府知H85であった. )苫舗の立地状況は， I雪道沿いに小売j吉舗が集積し，裏ー通りには飲食・娯
楽街になり，大まかな機能分化がみられた 中心南j百街のおおよその長さは 450111程度であり，当時
の 30万都市の中心i蔀j苫街としては，比il~I~I!']小規模なものであった.
1977年には，小売j苫舗が392，飲食・娯楽j苫舗が1，084と， 19671:1三から10年間に大1mな増加をみせ，
一方，金融・保険などのj古舗が減少した)苫~m立地が地域的に拡大するとともに，地域的な機能分化
もますます明確になってきたすなわち，堅11fT通りが中心ショッピング街として急速に成長し，本地
区南部も主として欽食応・専門J2:~などが相次いで立地し，商業活動が集積したこの結果，本j並区の
中心ショッピング街の総延長は 1，00011に及ぶようになった.
そののち，木地区における商業化は着実に進展してきたが，武蔵ヶ辻地区の都市再開発事業の成功
にi喚起されて，I暗礁に乗りあげていた木地区の都市再開発計画の機運が再び盛り上がってきた. 1979 
年 4月には，防災建築街区造成事業法から都市再開発の制定を契機にして，新しく香林坊第一街区再
開発準備組合が結成された同年10月には，東京急行電鉄株式会社によるホテノレがキーテナントとし
て進出することが正式に決定した. 1983年に香林坊第一地区の工事が着工され，地下 31~主地上17階
建てが1985年 9月に完成した. この建物は，主としてホテノレ・専門j苫そして駐車場として利用される.
一方，香林坊第二地区は 19841~三に若工され，地元の D百貨jiE をキーテナントとして 1986年秋の完成を
目ざしている
本都市再開発地区は，将来においても片町・堅IlT等の出j苫街と一体となった中心陥業地を形成し，
人びとがこの地区を@遊し憩える空間を創出することが構想のーっと考えられている
将来の商業施設の構成としては，周辺の現況等を勘案し，第二地区に核となる商業施設を，第一地
区にホテルと専門忠街を配置し，片IUTと連続する施設として中心商業地としての一体性を形成する.
V おわりに
本研究は，金沢市の中心部を事例にして，都心化の進展が歴史的にいかなる段階を経て進展し，こ
の過程で当該地域がいかなる諸特性を有するようになるかを詳細に分析することを目的としている.
研究の結果，明らかになったことをまとめると，以下のようになるであろう.
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1. 金沢市の中心部に位置する!日南町地区において，都心化の進展に伴って，土地利用が高度化し，
都市機能が集積し，さらに土地所有が変容する様相を経年的に把握すると，以下の四つの段階を見い
出すことができた.
萌芽期 第二次大戦前の1930年代に，当地区では金融・保険業務の事業所や新聞社などの報道機関
が少数ながらすでに立地していた.そして，当期，多数立地していた小売j苫舗は，事務所や保険業務
に転換しつつあった.金沢市は藤政i時代から高次な中心性を保持してきた都市であり，商業機能が特
化した二つの片jl汀・香林坊地区と武蔵ヶ辻地区の中間に位置する当地区には，業務機能がすでに集積
しはじめていた.当時期には，金沢市在住者が大半の土地を所有し，土地所有の移動は摂られていた
そのため，地害IJは細分化されており，大きな地割は思道沿いの一部の地区に限定されていた
停滞期 第二次大戦後から1950年代までは，金融・保険業務は一時的に縮小し，それらの土地利用
は他の業種の事務所や活舗に取って替わられた.土地の所有の移動もほとんど生じなかった当期は，
第二次大戦の影響を受けて，都心化が停滞する fl寺期であった.
再編期 1960年代以降の経済の高度成長期に入ると，小売庖舗は急速に減少し始めた.主として東
京・大阪に本社を置く不動産業や保険業の事業所による土地買収が広範囲に及び，土地の所有の移動
が顕著な現象となった.県外資本の事業所によって買収された土地は，空地や駐車場としてて維持さ
れるようになったその結果，これらの空地や駐車場は，新たな土地利用へのポテンシアノレを高める
ことによって，そののちの都心化が進展する舞台へと変容していった.
発展期 1970年代後半から，それまでに蓄積された空地や駐車場は，多次元的な空間を提供する巨
大な高層ピ、ノレに変容しつつある.高層ピソレには，多数の県外資本の金融・保j険機能をはじめとした多
様な産業の中根管理機能が集積しつつある.このような機能の集積の進展は，不動産業者の介入によ
って，その近|弊の小売J6錦の用地を空地や駐車場に転換させながら，新たな都心化の舞台を創造し続
けている.霞道に沿う巨大な高層ピノレは，再編期lこ広大な函積を占めていた駐車場機能を， 自らの建
造物に包含しながら，都心部の自動車化に対応している.
2. 金沢市中心部の土地利用は，南業機能と業務機能が地域分化するという特色を有している.前
者は片町・香林坊地区と武蔵ヶ辻地区において集積し，後者はこれら二地区の中間に沿って特化しつ
つある.業務機能のうちとくに金融・保険機能は，主要道路沿いに集積するため，それらによる土地
利用が純化しつつある.一方，主要道路から離れて裏通りに入ると， さまざまな業種による土地利用
の混在構造が存在するが，近年，表通りの業務機能の裏通りへの浸透が進みつつある.
3. 都必化の進展に伴って，特色ある地域的諸相が出現する.都市中心部では，居住人口が減少を
続け，それに平行して老年人口率が高まりつつある. 日々の人の流動をみても，高次な商業機能が集
積する地区に歩行者量の極大値を見い出すことができる.
4. 金沢市中心部における地価は，近年，加速度的に上昇している.高地価点は，かつては片町・
香林坊の一地区にしか存在しなかったが，そののち，主要道路に沿って線状に拡大してきた.そして，
高地価点は，面的に広域化しつつある.高地価の形成によって，住民に対して，盟定資産税の負担を
増大させ，中心部から周辺部へ人口が移動する遠心力効果が生じている.
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5. 城下町起源の金沢市であるが，片町・呑林坊地区と武蔵ヶ辻地区の二大商業中心地が，時代的
には交互に都市再開発事業を実施し，近代化を進めてきた. これらの事業が都心化をより一層深化さ
せる結果になった.
6. 多種類の資料に基づいて都心化の進展を明らかにしようとした!日南町‘地区が，機能および土地
利用からみて都心化を進展させた様キm土，藤政1寺代からつねに各時代の高次な機能を保持し，現代に
至つては広域中心都市として機能している金沢市の特性を具現化しているといえよう.
本研究をまとめるにあたっては，南町会会長島梢 博氏，ならびに金沢市役所，国税局，金沢市IlT会連合会の
皆様より資料の提供を受け，また文教大学教授の矢ヶ 1箭孝雄氏，金沢大学助教授の五味武臣氏，筑波大学講師の
手塚章氏から貴重な助言・ J3j]力をいただいた.製図の一部は，筑波大学の小崎四郎氏に依頼したこの報告の
作成にあたっては，文部省科学研究費補助金・一般研究C (代表者:高橋伸夫，課題番号59580146)を使用し
た.以上記して感語、jいたします.
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¥Vith the growth of a city， the urban core changes its morphology ancl fllnction， where 
the lanc1 use is intensi五ecland higher orclers of urban functions 'are accumulatec1. The present 
stucly is to exaη1ine the clevelopment process of u1'ban core and to clarify the regional char-
acteristics it possesses in this process. Kanazawa， the prefectural seat of Ishika¥va Prefecture 
with a population of some 430，000， is chosen for this analysis. Intensively studiecl is the area 
formerly callecl JVIinamicho， located between two commercial districts of Katamachi-IベCorinbo
and Musashigatsuji. Business categories by each house are 1'econstructec1 since 1932 by using 
the Directory of Commercial ancl Inc1ustrial Association of Minamicho. The transfer of land-
O¥vnership by parcel of lanc1 since 1932 is closely followec1 by examining the lanc1 tax lec1ger 
at the mllnicipal o fi.ce. Ou1'五nclingsare summarizec1 as follows. 
1. 'l¥lith the clevelopment of u1'1コancore， the lanc1 use intensi:fies， urban fundions accu同
mulate， and the lanc1 ownership changes. The fol1o¥ving fOUI・phasesare c1istinguishecl in the 
Minamicho c1ishict in central Kanazawa. 
lncipient 1うhαse ¥^lhile Kanazawa 1'etainec1 a high clegree of ccntrality since the feuc1al 
perioc1， the Minamicho dishict located between two major commercial clistricts of Katamchi-
Koril山 oancl Musashigats吋ibegen to accumulatc b凶 inessfunctions prior to ¥Vorld Vlar 11. 
Retail strores which had been predominant ，'vere beginning to be 1'eplaced by various types of 
Dffices. 1n the 1930's some banking facilities and insurance companies as ¥vell as newspaper 
publishers were alreac1y locatec1 in the c1istrict. However， a large majority of the land was 
-stil owned by locals ancl the transfer of land ovmership was minima1. The land in the 
-district ，¥'as subdivided into sma11 parcels， while large plots vvere 1'ound on1y exceptionally 
-on the main street. 
Stagnant pha.se Fo110wing ¥rVorld ¥Va.r II th1'ough the 1950's， financial anc1 insurance 
functions cont1'actec1 temporarily ancl they were replacec1 by other 0品ces ancl stores. The 
transfe1' 01 lanc10wnership rarely occurrec1. Thus in this post wa.r periocl tbe development 01 
urban co1'e halted momentarily. 
ReOlノganization1うhαse During the periocl of high economic growth since the 1960's， retail 
-stores beg正Ll1to decrease rapiclly. Insurance companies and realty c1ealers heaclquarterec1 in 
Tolり70 and Osaka purchasec1 much lancl in the c1istrict. The shift of lanclovmership 
frequently tool王 place. The property purchased by out-of-prefecture capital was maintained 
temporarily as vacant lancl anc1 parking lots. Such an open space within the clistrict offe1'ecl 
.a basis 1'or furthe1' development anc1 change of the u1'ban co1'e in the fol10wing period. 
Develo戸ment1うhαse F1'om the second half of the 1970's on， the land accumulated ancl 
laid idle as vacant 01' parking lots in the p1'ior perioc1 has turned into high時1'ise buildings. 
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Va1'ious business and management functions including五nancialand insu1'ance companies a1'e 
accumulating in such buildings. Concentration of such functions continues to offe1' the basis 
fo1' fu1'ther development of the u1'ban co1'e， whe1'e. 1'ealters a1'e involved by converting the 
land previously used by 1'etaile1's into vacant land and pa1'king lots. The high-1'ise buildings 
on the main street a1'e ¥ヘ7el ad justed to moto1'ization， fo1' they ha ve pa1'king ga1'ages v.'Ithin 
the st1'uctu1'e. 
2. 1n the central part of Kanazawa， commercial functions and business functions are 
regionally differentiated. Comme1'cial functions a1'e accumulated in the Katamachi-Ko1'inbo dis-
trict and the Musashigatsuji clistrict， wbile the clistrict behveen the two is largely specialized 
in business functions. Among such business functions banking and insurance facilities a1'e 
localizecl on the main roacl， thus purifying the land use. On the other hancl， the lancl use 
mi.xture stil persists on the side st1'eets， though business functions on the main street a1'e 
gradually penetrating into the side streets. 
3. Va1'ious 1'egional aspects are attached to the clevelopment p1'ocess of urban co1'e. Irも
the cent1'al part of the city the resident population has been declining ancl the 1'ate of elderly 
population increasing. Regarding the daily丑owof people， pedestrians are highly concentrated 
in the dist1'icts where commercial functions are accumulatecl. 
4. Land val ues in central 1ベ~anazaìva have been r・isingat an accelerating 1'ate. V，Thile 
high land values were forme1'ly found only in the Katamachi-Korinbo district， the area of 
high lancl values are spatial1y expanding on main roads. Such high assessment of property 
inevitably poses a great burclen to the residents as the 五xed p1'operty tax increases. This. 
eventually encourages the residents to move out of the district. 
5. Two major comme1'cial districts of Katamachi-Korinbo and MUSe凶1iga.tsujihave a1ter-
na.tely undertaken u1'ba.n renewal projects in order to moderni手etheir commercial facilities. 
Such p1'ojects substa.ntially helped to intensify the urban co1'e. 
6. Various aspects of the clevelopment of the Minamicho district as an u1'ban co1'e， as 
is examined in this stucly by using va.rious p1'ima1'Y sou1'ces， vividly depict the cha1'ac1'eristics‘ 
of Kanazawa ivhich has continuously retained， since the feudal period， highly urbanized func-
tions and stil exists as a 1'egional metropolis. 
写真 1 片町商活街(1985年8月〉
片町商j苫街は金沢市最大の中心商業地区であ
る.国道 157号線は同市の主要道路であり，歩
行者と自動車の通行量が多い。写真中央はデ、パ
ートで，この周辺に金沢市の地価の最高点が存
在する.
~真 2 竪町商居禽 (1985年8月〉
片町商!苫街中央部から南東方向に延びる竪町
通りは，組合を結成して都市再開発事業を実施
し，道路を拡張し，J苫舗を近代化した.その結
果，若年層主体の顧客が吸引され，若者のファ
ッションの街になり，特に休日にはにぎわいを
みせる
写真3 竪町商応街入口 (1985年8月〉
国道 157号線から竪町通りへの入口に位置す
るそば屋前は，金沢市で歩行者通行量最大の地
点である. 1984年10月7日(日〉の調査による
と，朝8時から夜8時までの12時間に， 32，285 
人の歩行者量が記録された
写真4 香林坊再開発地区(1)(1'985年8月〉
呑林坊第二地区の再開発事業は， 1984年に着
工され， 1986年秋の完成を目ざして工事が進行
中である.地元資本のD百貨庄がキーテナント
となる
写真5 香林坊再開発地区(2)(1985年8月〉
写真左側の香林坊第一地区の工事は1983年に
着工し， 1985年9月に完成したこの高層ビノレ
は，ホテノレ，専門j苫，そして駐車場として利用
さオもている
写真6 武蔵ヶ辻地区，(1981年8月〉
金沢スカイピノレから東方の尾張町方面を望
む武蔵ヶ辻は交通の要衝である.写真中央部
の大規模小売届と右側の近江町市場は，金沢ス
カイピノレとともに，武蔵ヶ辻商業地IKの中心を
なす.
写真7 武蔵ヶ辻再開発地区 (1981年8月〉
武蔵ヶ辻再開発事業のー還として建設された
金沢スカイピル (1973年完成〉は，ホテノレ，百
貨活，スカイプラザから構成され，武蔵ヶ辻商
業地区の活性化に大きく貢献レてきた.
写真8 高槻町の大駐車場 (1985年8月〉
駐車場は，都市中心部における特徴的な景観
である.左側は，中学校の跡地に建設された金
沢市文化ホールである.公共的土地利用は他の
土地利用に混在している.
写真9 裏通りの月ぎめ駐車場 (1985年8月〉
葉通りには，駐車場面積が増大している.そ
の一つのタイプは，月ぎめ駐車場である.国道
沿いの高層ビノレとその背後にある木造家屋，駐
車場が好対照をなしている.
写真10 尾山神社前の通り (1985年8月)
国道 157号線に平行するこの裏通りには，表
通りとは異った飲食庄，喫茶庖などに加えて日
用品を販売する庖舗が並ぶ.
写真11 北国新聞社の裏通り (1985年 8月〉
裏通りには二階建ての一般住宅が多く，高層
化の進んだ表通りとは著しい対照をなす.道幅
は狭く，一部に伝統的な土壁も残る.
写真12 国道 157号線に面した老舗 (1985年8
月〉
i高層化の進んだ!臼南町地区の表通りにも，木
造瓦ぶきの古い商屈が依然として存在する.写
真中央部は漢方薬で有名なN屋である.表通り
に面する古い建物の裏には，同じ敷地内に建設
さむた近代的な事務所があり，両者は好対照を
なす。
写真15 片町二丁自の裏通り
(1985年 8月)
整然とした国道 157号線とは対照的に
西側の裏通りには雑居ピノレが建ち並びp
飲食1苫，パ-キャバレーなどが集中し
ている.特に夜間に盛り場とじてにぎわ
いをみせる.
写真13 中心地区における新!日建造物の混在
(1985年8月〉
!日南町地区から香林坊方向を望む土地利用
の業務機能への純化の過程では，高層ピ、/レと木
造二階建て家屋の混在がみられる
写真14 国道 157号線沿いの商業機能の諸相
(1985年 8月〉
都市中心部には，主に商業機能と業務機能が
混在する。かつら，和菓子，染物等の!日来から
の小売府舗も今なお存続している。
写真16 国道 157号線沿いの建造物の諸
相 (1985年 8月)
都心化は建造物の高麗化をもたらす.
建造物の高さは一般に表通りから裏通り
に向って低下するが，この地区は都心化
の過程にあるため，建造物の高さの分布
に一般性を欠く地区もある.
